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主な内容
◇会長あいさつ、市長あいさつ…………………P. 2
◇建議書に関すること、議案審査の状況………P. 3
◇農地パトロール、行方協議会全体研修会……P. 4
◇イモ掘り体験……………………………………P. 5

◇農業委員会からのお知らせ……………………P. 6
◇行方地域農業改良普及センターからのお知らせ、
　総会日程…………………………………………P. 7
◇農業委員会活動報告、編集後記………………P. 8

「イモ掘り体験学習」を行いました
　大生地区の耕作放棄地解消事業に取り組んでいる圃場において、潮来小学校１年生によ
る「イモ掘り体験学習」を行いました。（５頁関連）

謹
賀
新
年

　

氏　

名　
　
　

担
当
地
区

大
川　

茂
衛
（
水
原
３
区
・
釜
谷
）

齋
藤　

隆
夫
（
西
・
東
・
小
泉
）

高
田　

秀
子
（
須
賀
・
曲
松
）

橋
本
き
く
い
（
日
の
出
）

高
橋　

慶
治
（
大
洲
・
辻
・
江
寺
・
貝
塚
）

額
賀　

勝
男
（
徳
島
・
福
島
・
米
島
）

箕
輪　

良
夫
（
大
生
・
大
賀
）

小
澤　
　

新
（
水
原
２
区
）

吉
川
吉
之
助
（
永
山
・
牛
堀
）

大
﨑　
　

侯
（
清
水
）

仲
田　
　

孝
（
宿
・
古
宿
・
赤
須
）

小
沼　

徂
伸
（
水
原
１
区
）

鴇
田　
　

学
（
潮
来
）

大
久
保
髙
明
（
十
番
・
十
四
番
）

森
内　

泰
男
（
堀
之
内
）

大
川　

尚
昱
（
築
地
）

榊
原　

昭
男
（
新
宮
・
古
高
）

森
内　

和
夫
（
茂
木
）

草
野
登
美
雄
（
下
田
・
宮
前
）

久
保
庭
武
彦
（
洲
崎
・
前
川
）

辻　
　

慶
壽
（
上
戸
）

　
　
　
　
潮
来
市
農
業
委
員
会

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
い
た
し
ま
す
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潮
来
市
農
業
委
員
会  

会
長

　
　
　
辻  

　
　
慶  

　
壽

潮
来
市
長

　
　
柗
　
田
　
千
　
春

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
、
心
よ
り
御
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
農
業
委
員
改
選
に
よ
り
、
現
体
制
と
な
っ
て
、
ま
も
な
く
一
年
が
経
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
農
地
法
第
四
条
・
第
五
条
の
事
務
が
権
限
移
譲
さ
れ
、
本
委

員
会
に
と
っ
て
、
非
常
に
慎
重
に
議
論
を
重
ね
た
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
夏
に
は
例
年
に
な
い
酷
暑
が
、
秋
に
は
伊
豆
大
島
を
中
心
に
、
全
国

に
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
が
立
て
続
け
に
襲
来
す
る
な
ど
、
昨
年
の
日
本
は

異
常
と
し
か
思
え
な
い
気
象
で
し
た
。

　

政
治
の
方
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
七
月
の
参
議
院
選
挙
で
自
民
党
が
多
く
の
議
席
を

獲
得
し
、
こ
れ
ま
で
「
ね
じ
れ
国
会
」
と
称
さ
れ
た
状
況
が
な
く
な
り
、
安
定
し
た
政

治
に
期
待
が
持
て
る
と
の
意
見
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
政
の
動
向
を
見
ま
す
と
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
聖
域
と
し
て
き
た
重
要
五
品
目
を
関
税
対
象
と
す
る
動
き
が
出
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
減
反
が
、
農
家
の
自
由
な
経
営
判
断
を
妨
げ
る
要
因
に
な
っ

て
い
る
」
と
の
理
由
で
、
平
成
三
十
年
度
に
減
反
を
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、関
税
撤
廃
に
向
け
て
の
布
石
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　

安
倍
総
理
の
言
う
「
息
を
の
む
ほ
ど
美
し
い
田
園
風
景
」
と
は
、我
々
農
家
が
、代
々

受
け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
が
、
農

業
を
支
え
、
農
地
を
守
る
と
い
う
、
農
家
の
宿
命
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
助
と
し
て
、我
々
農
業
委
員
も
、よ
り
一
層
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
々
様
の
御
健
康
と
御
繁
栄
を
期
待
し
、
良
い
一
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
御
祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
潮
来
市
政
、
特
に
農
政
に
対
し
ま
し
て
は
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉
の

行
方
も
農
産
物
、
特
に
コ
メ
の
関
税
引
き
下
げ
や
撤
廃
を
視
野
に
入
れ
た
動
き
も
見
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
意
深
く
見
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
更
に
日
本
人
の

多
様
化
し
た
食
生
活
か
ら
コ
メ
の
消
費
量
が
減
少
す
る
な
か
、
政
府
は
コ
メ
の
生
産
調

整
に
対
す
る
補
助
金
の
減
額
や
廃
止
と
い
っ
た
方
針
を
固
め
た
状
況
で
あ
り
、
現
在
、

日
本
の
農
業
は
今
ま
で
に
な
い
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
、
潮
来
市
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
昨
年
、
他
地

域
よ
り
も
早
く
八
月
五
日
に
稲
刈
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、新
聞
各
紙
で
も
掲
載
さ
れ
、

皆
様
の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
『
一
番
星
』
と
名
付
け
ら

れ
た
《
超
早
場
米
》
が
今
後
、『
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
』
と
並
ん
で
潮
来
市
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
お
米
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農
業
を
継
続
し
て
い
け
る
生
産
基
盤
を
整
備
し
、
高
品
質

で
安
全
な
農
産
物
を
提
供
で
き
る
元
気
な
農
家
を
育
て
る
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
な
が
ら
、
新
し

い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
に
期
待
を
込
め
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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魅力ある農業を育てるために

議案審査の状況を公表します。
農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
農地法第3条（農地のままでの権利の移転） 13件 2件 ２件 ３件 ６件
農地法第4条（自己転用） １件 １件
農地法第5条（権利の移転を伴う転用） ２件 １件 ３件 ２件 1件 ３件
利用権の設定（農業経営基盤強化促進法による） ３件 ３件 ６件 18件 27件
農地の現況確認証明 １件 1件 1件 1件
その他

　平成２５年１１月２６日潮来市農業委員会は、柗田千春市長と内田正一議長へ「平成２６年
度潮来市農林施策に関する建議書」を提出しました。
　この建議書は、農業委員会等に関する法律第６条第３項に基づくもので、地域の農業者の意
見、要望を取りまとめ、農業者の代表である農業委員より、市長・議長へ提出するものです。

期間：平成25年 7月～平成25年 12月

～建議書を提出しました～

要望事項は次のとおりです。
１．米づくりに対する政策的な支援について
　地域オリジナル米、並びに早生有望品種の販売促進に対しての支援を要望いたします。
２．担い手育成のための施策支援について
　認定農業者等が、経営継続が出来るよう機械施設等の整備に対する支援を要望いたします。
３．優良農地の確保と農地の利用集積の推進対策について
　優良農地の維持・保全、農地の利用集積のための支援策を要望いたします。
４．食料の安全確保と食農教育推進について
　地産地消を積極的に推進し、食農教育の更なる推進を要望いたします。
５．環境にやさしい農業の推進について
　堆肥、有機質肥料の利用の推進並びに環境にやさしい農業の取り組みに対して支援を要望いたします。
６．女性農業委員の登用促進について
　女性の農業委員への登用等を促進し、女性農業者に対しての支援の強化を要望いたします。
７．農業委員会の体制整備について
　農業委員会への活動に対する支援と職員の増員等の体制整備につきまして要望いたします。
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十
一
月
二
十
五
日
、
行
方
市
役
所
北
浦

庁
舎
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
行
方
地
域

協
議
会
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
講
師
に
は
、
全
国
農
業
会
議
所
農
地
・

組
織
対
策
部
主
査
の
市
川
良
文
氏
を
お
迎

え
し
、 「
農
業
・
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
」
に

つ
い
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
い
ま
非
常
に
関
心
の
高
い
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
と
、
農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
つ
い

て
触
れ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
経
過
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
農
政
に
つ

い
て
は
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設

と
、
経
営
安
定
対
策
及
び
生
産
調
整
の
見

直
し
、
そ
し
て
農
地
中
間
管
理
機
構
（
仮

称
）
の
創
設
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　
次
に
、
農
業
委
員
会
組
織
の
農
地
・
組

織
対
策
の
課
題
と
対
応
に
触
れ
ら
れ
、
日

本
型
直
接
支
払
制
度
へ
の
対
応
で
は
、
農

地
基
本
台
帳
及
び
地
図
の
整
備
を
図
る
必

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委

員
会
の
活
動
内
容
を
強
力
に
発
信
し
、
情

報
提
供
活
動
を
行
う
た
め
に
、
全
国
農
業

新
聞
の
更
な
る
普
及
推
進
に
も
触
れ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
農
業
委
員

会
と
し
ま
し
て
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
農
政
の
情
勢
を
さ
ら

に
勉
強
し
、
農
家
の
皆
さ
ん
へ
情
報
を
発

信
で
き
る
よ
う
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
委
員
活
動
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
潮
来
市
農
業
委
員
会
で
は
、
十
月
八
日

か
ら
九
日
に
か
け
て
、
潮
来
市
内
全
域
の

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
農
地

利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
地
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
毎

年
一
回
、
管
轄
す
る
区
域
の
農
地
利
用
状

況
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

潮
来
市
で
も
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
を

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
と
し
て
、
毎
年
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
、
市
内
全

域
を
六
地
区
に
分
け
、
地
区
担
当
委
員
と
、

事
務
局
職
員
・
農
政
課
職
員
で
班
を
編
成

し
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
で
重
要
な
こ
と
は
、
耕
作
放

棄
地
を
把
握
し
、
所
有
者
・
利
用
者
へ
の

指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
と
、
農
地
の
無
断

転
用
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
畑
地

の
利
用
状
況
は
、
地
区
に
よ
り
多
少
差
は

あ
り
ま
す
が
、
耕
作
放
棄
地
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
潮
来
市
で
も
、
Ｂ
分
類

の
農
地(

再
生
利
用
が
困
難
と
見
込
ま
れ

る
荒
廃
農
地)

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
長

い
間
耕
作
し
て
い
な
い
畑
は
、
立
木
や
篠

竹
が
大
き
く
な
り
、
再
生
す
る
こ
と
が
大

変
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
消
す
る
に
は
、

「
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
」
と
い
う
補
助

金
制
度
を
利
用
す
る
の
も
一
つ
の
策
か
と

思
い
ま
す
が
、
潮
来
市
で
は
申
請
す
る
方

が
、
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
で
す
。
農
業
委

員
会
で
も
、
耕
作
放
棄
地
を
借
り
受
け
て

再
生
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し

て
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」
を
設
置
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
無

断
転
用
に
つ
い
て
は
、
随
時
指
導
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
大
変
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
努
力

を

し

て
、

優
良
農
地

を
守
っ
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

  「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て

  

行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

農
地
部
会
長　

大　

﨑　
　

侯

農
地
部
会　

齋　

藤　

隆　

夫
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潮
来
市
農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄

地
解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
、「
水
郷
県

民
の
森
」
付
近
の
大
生
地
内
の
畑(

現
況

は
山
林
化)

を
再
生
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗

千
八
百
本
を
移
植
し
ま
し
た
。
秋
の
収
穫

時
期
を
迎
え
た
十
月
二
十
一
日
に
は
、
潮

来
小
学
校
一
年
生
四
十
二
名
を
招
き
、「
イ

モ
掘
り
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
大
雨
で
足
場
が
悪
い
の
で
は
な

い
か
と
心
配
で
し
た
が
、
朝
か
ら
の
強
い

日
差
し
が
、
陽
炎
を
立
て
な
が
ら
畑
を
乾

か
し
、
子
供
達
が
到
着
す
る
頃
に
は
、
最

良
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

可
愛
く
て
元
気
な
子
供
達
が
到
着
す
る

と
、
辻
農
業
委
員
会
長
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
性
質
や
掘
り
方
を
丁
寧
に
説
明
し
、
い

ざ
イ
モ
掘
り
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
、
土
に
接
す
る
機
会
が
少
な

い
為
、
手
足
を
土
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
も

「
オ
オ
ー
、凄
い
。
こ
れ
は
大
き
い
！
」
と
、

歓
喜
の
声
を
上
げ
な
が
ら
土
の
中
か
ら
大

き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。
約
１
時
間
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、

袋
に
入
り
き
れ
な
い
程
収
穫
し
、
大
変
楽

し
ん
で
い
る
子
供
た
ち
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
我
々
農
業
委
員
も
、
イ
モ
掘
り
体

験
を
開
催
し
て
良
か
っ
た
と
、
う
れ
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、「
水
郷
県
民
の
森
」
の
広

場
へ
移
動
し
て
、
農
業
委
員
が
用
意
し
た

「
焼
き
芋
」
と
「
ふ
か
し
芋
」
を
、
お
腹
一

杯
食
べ
て
も
ら
い
、
子
供
た
ち
は
学
校
へ

戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

こ
の
約
千
㎡
の
耕
作
放
棄
地
を
畑
に
復

元
す
る
ま
で
に
は
、
桑
の
巨
木
、
篠
竹
、

藤
等
の
伐
開
に
始
ま
り
、
土
の
転
地
に
耕

耘
、
マ
ル
チ
張
り
と
芋
苗
移
植
、
除
草
等

の
作
業
を
経
て
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
「
イ
モ
掘
り
体
験
」

で
、
今
ま
で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
思
い
で

し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
ま
す
と
、

農
業
後
継
者
不
足
、
農
業
収
支
経
営
の
問

題
等
に
よ
り
、
今
後
も
耕
作
放
棄
地
は
増

え
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
耕

作
放
棄
地
の
解
消
の
為
に
は
、
地
権
者
の

方
か
ら
声
を
上
げ
て
も
ら
い
、
認
定
農
業

者
へ
の
耕
作
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、

土
地
の
集
積
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
農
政
課
、
環
境
課
と
の
連
係

を
更
に
深
め
、
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

再
生
農
地
で
イ
モ
掘
り
体
験

農
政
部
会
長
職
務
代
理
者　
　

仲　

田　
　

孝
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■安心して貸し借りできる利用権の設定を！
　農業委員会では、農用地を有効利用するために賃借の手続きを行っています。農地法の許可
手続きが不要で、貸した農地は期限が来れば必ず返却され、継続も出来ます。借り手は経営規
模の拡大が図れるほかに、要件を満たせば奨励金が交付されます。是非ご利用ください。

■あなたの農地は眠っていませんか？
　年を追うごとに高齢化や労働力不足が進み、農地の不耕作地 (耕作放棄地 )が急増していま
す。農地の荒廃が進むと、害虫や防犯防災の面からも周辺へ悪影響を及ぼします。これらの防
止や解消のため、農業経営意欲のある方へ農地のあっせんを行います。農業委員会へご相談く
ださい。

■農地の売買をお考えの皆さんへ
　公益財団法人　茨城県農林振興公社が推進している「農地保有合理化事業」では、公社が間
に入り、農地を売りたいという方から買い入れ、経営拡大を希望している農家の方への売り渡
しを行っています。
【この事業のメリット】
①公益団体である公社が間に立つので、安心して売買をお任せいただけます。
②農地売買に係る届出・許可申請等の手続きは、公社が行います。
③公社に売り渡した場合、譲渡所得税の特別控除が８百万まで受けられます。

　この事業を利用するにあたっては適用要件がありますので、詳しくは農業委員会までお問い
合わせください。

■農業委員会委員選挙人名簿申請書の提出をお願いします。
　農業委員会選挙人名簿は、農家の皆様から提出していただいた選挙人名簿登載申請書を基に、
毎年１月１日を基準日として作成しています。
　選挙人名簿申請書は、各地区の農家班長さんを通して配布します。平成２６年１月１日現在
で、下記の要件を満たす方は申請書に正しく記入し、農家班長さんへ提出をお願いします。
※農家班に未加入の方は、１月１０日までに農業委員会へ申請書の提出をお願いします。
【要件】
平成２６年１月１日現在で、潮来市内に住所を有し、下記の要件を満たす２０歳以上
（平成６年４月１日以前に出生）の方となります。
(1) １０a以上の農地を耕作する農家の経営者で、年間 60日以上の耕作に従事する方。
(2) １０a以上の農地を耕作する農家に同居する親族又はその配偶者で、年間 60 日以上の耕
作に従事する方。

農業委員会からのお知らせ

《お問い合わせ先》
　潮来市農業委員会  TEL ６３－１１１１（内線271・272）
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台
風
の
通
過
に
よ
り
稲
ワ
ラ
が
堆
積
し
た

水
田
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

田
植
え
時
に
、
土
中
に
分
解
し
て
い
な
い

稲
ワ
ラ
が
残
っ
て
い
る
と
、
障
害
が
生
じ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

（
未
分
解
稲
ワ
ラ
に
よ
る
障
害
）

１
．
チ
ッ
ソ
飢
餓

　

土
壌
中
の
微
生
物
が
チ
ッ
ソ
を
吸
収
利
用

す
る
た
め
、
水
稲
が
使
用
す
る
チ
ッ
ソ
が
不

足
し
、
生
育
が
阻
害
さ
れ
ま
す
。

２
．
硫
化
水
素
に
よ
る
障
害

　

有
機
酸
や
硫
化
水
素
が
生
じ
、
水
稲
の
根

腐
れ
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
活
着
不
良
に
よ

り
、
除
草
剤
の
薬
害
が
発
生
し
ま
す
。

３
．
田
植
機
の
能
率
と
精
度
が
低
下
す
る
。

　

分
解
し
な
い
稲
ワ
ラ
が
田
植
機
に
絡
ま
っ

て
、「
欠
株
」「
浮
き
苗
」
が
生
じ
ま
す
。

（
対
策
）

１
．
す
き
込
み
に
よ
る
分
解
促
進

　

す
き
込
み
に
よ
り
、分
解
を
促
進
し
ま
す
。

　

通
常
、
10
ａ
当
た
り
の
稲
ワ
ラ
す
き
込
み

量
は
概
ね
500
〜
600
㎏
で
す
。　

　

稲
ワ
ラ
500
㎏
に
対
し
て
石
灰
窒
素
約
20
㎏

の
施
用
に
よ
り
分
解
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
分

解
を
促
進
す
る
た
め
に
、
圃
場
の
一
角
に
集

積
し
た
稲
ワ
ラ
は
、
で
き
る
限
り
圃
場
全
体

へ
分
散
さ
せ
、
必
ず
、
通
常
よ
り
回
数
を
多

く
耕
起
し
て
く
だ
さ
い
。
耕
起
は
、
耕
起
回

数
が
多
い
ほ
ど
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
気
温

が
高
い
方
が
、
土
壌
微
生
物
の
活
動
が
活
発

で
す
の
で
、
分
解
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
春
季
・
田
植
え
前
に
集
中
的
に
耕
起
す

る
よ
り
は
、
冬
季
か
ら
十
分
耕
起
し
、
分
解

を
促
進
し
た
方
が
、
田
植
え
期
の
事
故
は
少

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
際
、
石
灰
窒
素
に
含
ま
れ
て
い
る
窒

素
成
分
は
、
稲
ワ
ラ
の
分
解
の
た
め
に
ほ
と

ん
ど
使
わ
れ
ま
す
が
、
地
力
の
高
い
水
田
、

前
回
、干
地
に
し
て
転
作
物
（
野
菜
・
ム
ギ
等
）

を
作
付
け
し
た
水
田
は
、
元
肥
を
減
肥
し
ま

し
ょ
う
。

２
．
持
ち
出
し

　

排
水
の
悪
い
低
湿
田
で
は
、
多
量
の
稲
ワ

ラ
の
分
解
は
困
難
で
す
。
水
田
外
へ
、
持
ち

出
す
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
持
ち
出
し
た
稲
ワ
ラ
は
、
産

業
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
処
理

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　 

茨
城
県
行
方
地
域

 

　
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

 　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２ 

― 

０
２
５
６

農地の無断転用
　許可を受けずに農地を転用した場合、農地法に
違反することとなります。
　農地法第４条・第５条に違反し、無断転用をし
た者は、３年以下の懲役又は３００万以下の罰金
に処することとされています（農地法第６４条）。
　法人の場合は、１億円以下の罰金刑に処するこ
ととされています（農地法第６７条）。
　農地を農地以外にするときは、農業委員会へご
相談ください。

農業委員会総会日程
農地法の許可申請等は、毎月次の日程で行
われています。
　締　切　日　　　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　　　随　時
　現地調査日　　　　　毎月１８日
　総　会　日　　　　　毎月２５日
※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、変更に
なります。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

26
年
産
水
稲
の
た
め
に

　
― 
水
田
内
に
堆
積
し
た
稲
ワ
ラ
対
策
に
つ
い
て 

―

豪雨により、集積した稲ワラ

水田に発生した硫化水素

硫化水素で痛んだ苗の除草剤薬害
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広
報
委
員
会

委  

員  

長　

 

吉　

川　

吉
之
助

副
委
員
長　

 

橋　

本　

き
く
い

委　
　

員　

 

高　

田　

秀　

子

委　
　

員　

 

高　

橋　

慶　

治

委　
　

員　

 

箕　

輪　

良　

夫

委　
　

員　

 

小　

澤　
　
　

新

委　
　

員　

 

大　

﨑　
　
　

侯

委　
　

員　

 

大
久
保　

髙　

明

委　
　

員　

 

榊　

原　

昭　

男

委　
　

員　

 

久
保
庭　

武　

彦

県
農
業
会
議
定
例
総
会
・
県
農

政
活
動
推
進
本
部
代
議
員
総
会
・

会
長
、事
務
局
長
会
議（
水
戸
市
）

農
業
者
年
金
特
別
研
修
会

（
水
戸
市
）

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
市
）

農
地
部
会

８
月
定
例
総
会

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会

役
員
会
（
石
岡
市
）

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
市
）

農
地
部
会

戦
没
者
追
悼
式

９
月
定
例
総
会
・
農
政
部
会

茨
城
県
市
農
業
委
員
会
会
長
会

総
会
及
び
視
察
研
修
会

（
宮
城
県
）

農
地
利
用
状
況
調
査

（
潮
来
・
津
知
・
延
方
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査

（
大
生
原
・
八
代
・
香
澄
地
区
）

イ
モ
掘
り
体
験
学
習
事
前
準
備

県
農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局

長
会
議
（
水
戸
市
）

農
地
部
会
・
広
報
委
員
会

牛
堀
地
区
農
用
地
集
積
推
進
委

員
会

イ
モ
掘
り
体
験
学
習

（
潮
来
小
学
校
）

８
月
６
日

８
日

19
日

20
日

25
日

９
月
５
日

17
日

18
日

23
日

25
日

10
月
３
日

〜
４
日

８
日

９
日

10
日

16
日

18
日

21
日

25
日

11
月
14
日

〜
15
日

16
日

18
日

18
日

〜
19
日

21
日

25
日

26
日

12
月
５
日

13
日

16
日

20
日

27
日

１
月
４
日

６
日

20
日

27
日

10
月
定
例
総
会

常
陸
川
水
流
調
整
対
策
協
議
会

視
察
研
修
会
（
栃
木
県
）

景
観
形
成
作
物(

菜
花)

の
播
種

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
市
）

農
地
部
会

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
・
大

規
模
稲
作
研
究
会
合
同
視
察
研

修
会
（
埼
玉
県
）

農
政
部
会

11
月
定
例
総
会
・
行
方
地
域
協

議
会
全
体
研
修
会
（
行
方
市
）

市
長
・
議
長
へ
の
建
議
書
の
提
出

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者

集
会
（
東
京
都
）

農
地
部
会
・
農
政
部
会

常
任
会
議
員
会
議
（
水
戸
市
）

12
月
定
例
総
会

御
用
納
め

事
業
予
定
（
平
成
26
年
）

新
春
賀
詞
交
歓
会

御
用
始
め

選
挙
人
名
簿
受
付

農
地
部
会

１
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分
）

農業者年金
購読者のための公的な積立年金！

　 「農業者年金」でしっかり積立！
　　　　　　　安心で豊かな老後を！
　　　①国民年金の第 1号被保険者で
　　　②年間60日以上農業に従事する
　　　③60歳未満の方なら、どなたでも加入できます!!
　　　　お問い合わせは、農業委員会へどうぞ
　　　　　　（☎ 63-1111、内線 271・272）

農業情報が満載！
「全国農業新聞」で一歩進んだ
農業経営と豊かな家庭を！
発行日／毎週金曜日　 購読料／月 600 円
　お申し込みは、農業委員会へどうぞ
　　　　（☎ 63-1111、内線 271・272）

全国農業新聞

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝

か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
は
、
毎
週
の
よ
う
に
大
型
台
風
に
襲

わ
れ
て
、
農
地
全
体
に
悪
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
が
、
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業

の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
畑
に
植
え
た
サ
ツ
マ

イ
モ
が
、
収
穫
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
を
通
し
て
学
校
に
呼
び
掛
け
、
昨
年
十
月
に
、

潮
来
小
学
校
一
年
生
に
、
イ
モ
掘
り
体
験
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

土
に
親
し
み
、
イ
モ
掘
り
を
楽
し
む
子
供
た
ち

の
笑
顔
に
は
、
大
型
台
風
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う

よ
う
な
、
す
ご
い
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
モ

の
試
食
会
で
は
、
焼
き
芋
、
ふ
か
し
芋
を
用
意
し

ま
し
た
。
収
穫
の
喜
び
と
、
食
べ
る
お
い
し
さ
を

体
全
体
に
感
じ
て
、体
験
学
習
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

数
日
後
、子
供
た
ち
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
、

お
礼
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
手
紙
を
読
む
と
、

あ
の
日
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
を
思
い
出
し
、「
こ

ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
。
ま
た
来
て
ね
」
と
、

嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
　
高
田
　
秀
子

事
業
予
定
（
平
成
26
年
）

感謝状贈呈

　農業委員会行方地域協議会全体研修会が、平
成25年11月25日に行方市役所北浦庁舎におい
て開催されました。今回３選を迎えた辻会長、
小沼会長職務代理者、橋本委員、鴇田委員の４
名に感謝状が贈呈されました。（４頁関連）


